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のとなり，さらに高いエネルギーでは感度も劣る．

　4）

度は大きいと考えられる．

　5）

spark　chamber方式もさらにこのエネルギー依存

　　　考案中の多段イメージカメラはシンチレーターと

組み合わせると感度で走査式の20～40倍，結像力で10～

20倍の方式となる．

　6）　同様に考案中の回転スリット式では感度で500倍，

結像力500倍が期待される．

　　　　　　　　　　　　＊
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22．RIシンチスキャニングの検出

　　　限界に関する基礎的研究

本田　昂　松平正道　久田欣一・
　　　（金沢大学放射線科）

　Basic　phantomにっいて各核種に対するpositiveおよ

びnegative像の検出の限界を知る〔的で以ドの実験を

試みた．basic　phantom内の各種直径の中空球体をとり
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つけ9gmTc，21」3Hg，13ユ1核種を用いtarget　to　nontarget

ratioの変化にともなうpositive像の検出限界を周囲比

放射能の変化とともに検討した．直径30cmの球体につ

いては周囲の比放射能（約10’1～10－2μCi／ml）の5倍以

上の濃度がある場合はどの深さにあってもシンチスキャ

ン．ヒ識別可能であるが，2．Ocmの球体については最適の

コントラスト条件ドにおいてのみ識別可能である．1、O

cmの球体の検出には周囲のおよそ50倍以ヒのRI濃度が
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シンポジウム1：　装

必要である．一般に核種のエネルギーの低い堤合は高い

場合に比して球体の位置が深くなる程識別は困難となる．

等感度スキャニング法と従来のスキャニング法によるシ

ンチスキャンを比較し，これらの詳細について報告する．

negative像の検出限界については目下検討巾である．

　　　　　　　　　　　　女

23．　ScanningとModulation

Jransfer　Function（MTF）（1）

　　　竹中栄一
（東京大学放射線医学教室）

木下幸次郎　菊地緑彦

　（NHK基礎研究所）

　RI　scanningにおいてscintigram像の理論的怖hやRI

image　transmission　systemとしての各構成要素間の理論

的解析はまだされていない．光学系やX線撮影系と同様

にRI　image像の伝達する系と考えられるので，　i3il　paper

siemens　starを用い，　RI　imageの空間周波数伝達特性

を測定し，別口理論的推測値と比較した結果，伝送論的

取扱いの妥当性が確められた．

　今体内のRI強度分布をF（x，　y），像の強度分布をh

（x’，y’），　collimatorの指向性を了（o，句とすると次式が

成立する．

　　　　　　　％　　　N
　　h　（x・，y7）一∫　　　∫　F（Xl　ξ㍉ツー一η）ノー（e，q）　d－一一，dη

　　　　　　　一～　　－N

ただし　θ一・CoS一ユ（1／r）－CoS・1（1／1／12ヰξ2＋η2），　OP　一＝　tanni

（η／ξ）1はcollimatorとXy平面との距離である．　qは

x－y平面上の一点（ξ，η）をcollimatorが見込む角で

ある．

　　　　　　　　　　　　　　ルいまF（x）二％｛1＋acos　cosL｝・f（θ）－cos2θとすると

　　h（x’，ニゾ）二㌧▲〔1」aexp（一一π1／L　cos（πx／L）〕

直流成分を除けば，

　　h　（fs）／h（o）＝exp（－2πプ「sの，　fs－1／2L，　ω一2πfs

　　G（ω）＝・exp←ω11）〔1－exp｛一一（ω＋α）di｝〕／

　　　Jl（ω斗α）

ただしh（fs）：collimatorの万向のMTF，　G（ω）：組織の

厚さを考えたときのRI系のMTF，　Al：物体の厚さ，α：

線吸収係数．すなわちcollmatorの特性のFouvier変換

がRl　image　scanning系のいわゆるレスポンス関数なる

ことを示す．

　cr　＝O．1cm－1，　dl－10，5，　3cmでMTF－－0，1のときのfs

（spatial　frequency）は0．13，0．19，0．24本／cmとなり，

置 97

肝シンチで．ヒ記深さの認知限界を直径約4cm，2．5cm，

2cmの球形欠損と考えてよい．円筒マーン（直径1cm），

honey　cone（焦点5cmと10cm），　MTF・－O．1のときの

それぞれcutoff　frequencyは0．4、　O．　3，0．26本／cmで

ある．MTFから有効集束距離はfocusしたとき5cm

honey　coneで1．2cmであり，collimatorの効率を定宣的

に与えられる．MTFの取扱いはRI像の定量診断の基

礎としてきわめて大切である．

24．　RIイメージ装置における像の

　　回復（Image　Restoration）

　　　　スキャソ図定量化の1試み

飯沼　武く物理研究部〉

永井輝夫く臨床研究部〉

（放射線医学総合研究所）

　1）　Radioisotope　image　visualizationにおいてもっと

も本質的な問題はイメージ装置の分解能と感度の相反す

る性質であり，すべての装置はこの両因子のいつれかの

妥協点を用いている．したがって結果としてえられるス

キャン図は必然的に有限な分解能による「ぼけ」を含ん

でおり，スキャン図を判読する人間の視覚系に対し有川

な情報を提供しえないことが多い．

　もしわれわれがなんらかの手段によりこの「ぼけ」を

除くことができるならば，分解能と感度の両因子間によ

りよい妥協点が求められかつ人間の視覚系により適確な

像を与えることが可能となる．

　2）　まず，／メージ回復の方法をのべる前に観測され

る像と求むべき貞の分布がいかなる関係にあるかを考察

する．

　簡単のために線スキャニング（profile　scan：1次元）

の場合を考えてみよう．ここで人休の長軸方向の距離κ

の函数として表わされたRIの分布（理想的なδ函数の

応答をもつ系でえられるイメージ）をf（X），装置の点線

源に対する応答をr（X）とすると，観測される線スキャ

ン図9（X’）は正ね合わせの原理を適用して以ドのように

書：けるD．

　　　　　N
9（・’）一∫アぽ⑭姻一・…（・）

　　　　　－cv
　（1）式はconvolution積分であり，既定のエネルギー

のX・γ線を放出するRIに対して，検出系の応答函数が

一定である場合にすべてのRIイメージ装置において成
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